
オンラインで意思疎通支援の実践を報告し、討論を深める
全国聴覚障害者情報提供施設協議会意思疎通支援担当者研修会

７月26日(火)、27日(水)の２日間オンラインで開催。参加者は８０名。
第１日目は、全日本ろうあ連盟理事の中西久美子さんより、今年の５月に施行され

た「障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法」について講演を頂
きました。法施行後どう変わるか、関連法との関係、私たちの業務とのかかわりについて
話されました。法に私たち情報提供施設がどう関わりを持って、施設業務に繋げていくか
を考えさせられました。
その後、２日間を通して警察及び裁判事例、記者会見への手話通訳付与、コロナ禍

における盲ろう者向け通訳・介助員派遣、団体派遣、遠隔による要約筆記派遣など６
つの実践報告を行い、グループに分かれて議論を深めました。

３年ぶりの対面研修！ 初心に戻って収録技術を学ぶ
全国聴覚障害者情報提供施設協議会第２ブロックソフト制作担当者研修会

８月２日（火）午後１時から石川県聴覚障害者セン
ターのスタジオ室にて開催。新潟開催以来３年振りの
対面研修会でした。参加者のうち２名は、対面での研
修会に参加が初めてということもあり、経験者を含め
て初心に戻って学び合おうということでカメラの収録
技術（収録の仕方、セッティング、ホワイトバランス
など）を教えあったりしました。続いて三友株式会社
から新しいＩＣＴ機材のデモンストレーションによる
お話を頂きました。これからのＩＣＴでZOOMを活用し

た打ち合わせや会議が当たり前になってくるかと実感しました。最後に５県同士でスタジ
オ業務について近況報告や困っていることなど意見交換しました。情報連携ツール（ビジ
ネスチャット）で情報交換することも確認して研修を終えました。今後、北信越レベルや
全国レベルの行事で北信越各県で連携して収録作業する日も遠くないと感じました。

センター全館にWi-Fi(無線LAN)を設置しました！
センターでは、６月に高機能業務用Ｗi－Ｆｉ設置工事を行いました。全館でスム

ーズにＷｉ－Ｆｉが使用できるようになりました。パソコンやダブレット・スマホを
持っている方、ぜひご利用下さい。
○最大接続台数は200台で、例えば大研修室で数十人のパソコンやスマホを使った講
習会等が可能になります。

○全館共通のパスワードを一度設定すれば、その後は自動で接続します。
パスワードは、各部屋に常時掲示してあります。

○Ｗi－Ｆｉに接続すると通常よりも通信料が大幅に節約できます。

★センター運営募金を
お寄せ下さい★

郵便振替口座；
00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

よろしくお願いします。

センター利用の実績 ７月21日～８月20日

●来所者合計約４６７名
聴障者約２３８名、健聴者約２２９名

●コミュニケーション支援 ８４件
●ライブラリー貸出 ２件４本
●相談対応５件 ●部屋貸出３３件

●協会とセンターのホームページ

http://www.tomichokyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ

ンター利用の「手引き」を配布してい

http://www.tomichokyo.or.jp

